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論文内容の要旨

人工内耳は，高度難聴者の内耳に電極を埋め込み，音を電気ノ\}レスに変換して，直接聴神経を刺激することで，音

感々を惹起させる装置である。しかし人工内耳より得られる聴覚情報は，健常内耳より得られる情報に比べて，非生理

的であり，非常に限られたものである。このことから人工内耳患者は，言語聴取に際して健常者ではみられないほど

の多大な努力を中枢において行っていると考えられる。この研究では人工内耳患者において事象関連電位 (ERP) の

各成分 (N100 ， P200 , P300 と MMN， N2b) を同時に検討し，中枢における情報処理過程(聴覚刺激に対する注意，

認知，判断などの反応)の評価を試みた。実際には成績の良い人工内耳患者はかなり類似した 2 音の弁別，たとえば

1000 Hz と 1100 Hz 純音の弁別も可能であった。人工内耳の刺激電極が22チャンネルしかないことを考えると， 1000 

Hz と 1100 Hz 純音の弁別はかなり困難なはずで、ある。そこでそのような場合に， ERP の各成分にどのような変化がみ

られるか，課題の難易度を変えて測定を行った。

[方法]

大阪大学耳鼻咽喉科においてコクレア社製人工内耳埋め込み術を行った21名を対象としたが，全ての課題を遂行で

きたのは10名であった。このうちさらに 2 名をアーチファクトのため除外し， 8 名を対象として検討を行った。性別は

男性 2 例，女性 6 例，年齢は43'"'-'75歳(平均56歳) ，いずれも言語習得後失聴者であった。失聴原因は内耳炎 2 名，耳

毒性薬物による難聴 1 名，原因不明 5 名であった。人工内耳使用期間は 1'"'-' 19カ月(平均7.1 カ月)であった。対象患

者の言語聴取成績は比較的良好であった。

本実験では二音弁別課題(オドボール課題)を用いた。標準刺激と標的刺激の呈示割合は 4 1 とし，被験者には

標的刺激音に対してのみ親指をあげる反応を求めた。標準刺激としては1000 Hz の純音を用い，標的刺激には，最初

2000 Hz の純音を用い， 1500 Hz , 1200 Hz , 1100 Hz と順次標準刺激に近づけて， 4 条件のオドボール課題を施行した。

l 試行につき 80回刺激音を提示し，音刺激は立ち上がり立ち下がりが 5 msec，持続時間50 msec で，被験者の約 1m 前
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方においたスピーカーより与えた。全ての音刺激の強度は75dBSPL であった。脳波記録は Fz， Cz , pz の 3 部位(国

際式10-20法)から鼻尖部を基準として銀一塩化銀電極を用いて導出し，脳波計 SANEI1A-52にて増幅した。標準刺激

時と標的刺激時の脳波は， NECSANEI7T17を用いて，別々に加算平均した。

[成績]

全ての課題を遂行できた人工内耳患者 8 例について，条件毎に ERP 波形を加算し，総加算波形を求めた。いずれの

条件でも，標的刺激時の波形では潜時100 msec 付近に N100が認められ，これに続いて P200 ， N200 , P300が認められ

た。標準刺激時には N100がみられた。引算波形では潜時200 msec 付近に大きな N2b が認められた。

各成分の潜時については， N100 , P200では各条件間で有意な変化はなかった。しかし， N2b, P300の潜時は，標的

刺激を標準刺激に近づけるにつれて有意に延長がみられた。

次に各成分の振幅についても検討した。各条件間で N100 ， P200 , N2b の振幅に変化はみられなかった。しかし P300

の振幅には，標的刺激を標準刺激に近づけるにつれて有意な低下がみられた。

[総括]

人工内耳患者 8 名を対象として二音弁別課題(オドボール課題)を用いて事象関連電位を測定した。標準刺激は1000

Hz の純音を，標的刺激には各々 2000 Hz , 1500 Hz , 1200 Hz , 1100 Hz の純音を用いて， 4 条件を施行した。標的刺

激時には N100 ， P200 , N200 , P300が認められた。標準刺激時には N100 と P200がみられた。 N100 ， P200の頂点潜時

は， 4 条件間で有意な差はなかった。 N2b と P300潜時は， 4 条件問で刺激の弁別が困難になるにつれて有意に延長し

た。この結果より，人工内耳患者では情報処理の初期のステージでは遅れがみられないが，より後の意識的な情報処

理過程においては刺激の困難さを反映して遅れが生じることが示唆される。また従来の健常者の報告と比して， N2b 

振幅は約 2 倍と大きい傾向がみられ，人工内耳患者が正常人に比較して弁別に相当な努力を行っていると考えられ
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論文審査の結果の要旨

従来まで治療方法のなかった高度感音難聴者に対し，人工内耳を埋め込むことで聴力の再獲得が可能となってい

る。しかし人工内耳は音刺激を電気刺激に変換して聴神経を直接刺激する装置であり，生理的な音刺激とはかなり異

なるため，人工内耳患者は言語聴取に際して多大な努力を払っていると考えられる。

本研究では人工内耳患者を対象として二音弁別課題を用いて事象関連電位を測定し，中枢における情報処理過程の

評価を試みた。課題は標準刺激を1000 Hz に固定し，標的刺激を2000 Hz より順に1500 Hz , 1200 Hz , 1100 Hz と標準

刺激に近づけて 4 条件を施行することで，課題の難易度を変えて測定を行った。

その結果，人工内耳患者において，標的刺激時に N100 ， P200 , N2b, P300が認められ，標準刺激時には N100 と P200

が認められた。 N100 ， P200の頂点潜時は4条件間で有意な差はなかった。 N2b， P300潜時は， 4 条件間で弁別が困難

になるにつれて有意に延長した。以上より人工内耳患者では情報処理の初期のステージでは遅れがみられないが，よ

り後の意識的な情報処理過程においては刺激の困難さを反映して遅れが生じることが示唆された。

本研究は，人工内耳患者の聴覚中枢における情報処理過程を明らかにしたものであり，学位の授与に値するものと

認める。




